
q アーバンみらい東三番街自治会 ＊自治会だより、イベント情報、地域に関するタイムリーな情報を掲載しています。 

アーバンみらい東三番街 

2023（令和5）年2月号（通算355号） 

＼自治会の資源物回収日が変わりますノ 

2月より、資源物回収業者が変わり、 

それに伴い回収の曜日と時間が変わりますので、 
ご注意ください。 

第1（土曜伯）→第 1（日曜日） 

第3（土瞬負）→第 3（日曜日） 
＜回収時間は6時～1か時-~12時に変わります＞ 

※資源物回収日が行事と重なる場合は、事前に掲示板などでこ案内いたします。 

東三番街自治会「のぼり旗」のご紹介 
	ノ 

この度、東三番街の「のぼり旗」を作成しました。 

のぼり旗は、遊水地の清掃など環境専門委員会の活動のほか

自治会活動全般に活用することを目的に、環境専門委員会に 

よって考案、作成されました。 

デザインは、 「力ワセミにあえる街」をテーマとして、遊水地

の水辺を飛ぶ美しい力ワセミが表現されています。 「水と緑の公園

都市」を象徴するアーバンみらい地域には力ワセミを始めたくさん

の鳥達がやって来ます。 
（平成20年、見沼区の鳥として「力ワセミ」が選ばれました。） 

この爽やかなのぼり旗を風になびかせ、自治会のイベントに取り

組む姿勢には、美しい環境に暮らす東三番街のアピールへの思い

が込められています。 
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環境専門委員会では定期的(月１回)に東三番街・深作多目的遊水地及び旧荒井産業跡

地周辺の写真撮影を環境専門委員の持ち回りで行っています。 

撮影は下の表の内容で２０１２年４月から行っていて、クラウドに保存し、検索可能

にしています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆対応の例(一部を項目別に説明します。) 

Ⓐについて 

①８の字公園の通路上の水溜まり(2015年) 

大きくなったり小さくなったりしていたが、全く通行できなくなり、修繕を依頼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②遊歩道(三番街・一番街間 ２号棟付近)の欅の枯れ死 

毎月の報告での写真を良 

く観察すると、欅が１本 

無くなっているのに気づ 

き、行政に植樹を依頼し 

ました。 

 

 

順

番 
種類 内容 目的及び対応 

Ⓐ 定点観測撮影 決められた地点(1０か所)の撮影 

推移を記録する 

対応が必要なら行政に相談 

絶滅危惧種の記録 

Ⓑ 
担当(各月) 

委任撮影 

月の担当者が気が付いた地点の撮影 

不具合箇所や何らかの変化があった場所 

担当が疑問に思った地点を含む 

対応を環境専門委員会で検討

し、必要なら行政に相談 

Ⓒ 不定期撮影 
環境専門委員や三番街居住者からの 

委員会に報告をすべきとした写真 

対応を環境専門委員会で検討

し、必要なら行政に相談 
 

１本あった跡 

植樹後 

環境専門委員会の定期的活動(定点観測撮影)の報告 
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③アサザ(浮葉性植物、埼玉県絶滅危惧Ⅱ類VU)が遊水地公園に見られなくなりました。 

埼玉県絶滅危惧Ⅱ類－埼玉 

県において絶滅の危険が 

増大している種のアサザ 

が 2012年には確認され 

ましたが、現在は見かけま 

せん。東宮下親水公園では 

確認されています。遊水地 

には他にもジョウロウスゲ 

が見られなくなりました。 

Ⓑについて 

④バスどおりの歩道の段差 

当月の担当者から報告が 

あり、調査したところ、 

１３か所あり、行政に修 

理を依頼しました。 

⑤草紅葉(8の字公園、遊水地公園)の景観の保全 

8の字公園や遊水地公園には 

定期的に草刈りが入るので環 

境専門委員にとって、草紅葉 

の認識はありませんでした。 

定点観測を担当した委員の報 

告により認識した次第です。 

行政に草刈りのタイミングを 

考慮して貰う依頼をし、昨年度は素晴らしい草紅葉を楽しめました。 

今年度は行政の担当者が変わってしまった為、草紅葉が始まる直前に草刈りが行わ 

れてしまいました。今年度の行政訪問時、年度初めに草紅葉を考慮した草刈りの計 

画をして貰う依頼をする予定です。 

Ⓒについて 

⓺特定外来生物(カミツキガメ) 

三番街居住者及び環境専門委員から 

カミツキガメの報告があり、対応を 

県・中央環境管理事務所、大宮東署 

に相談しました。なお、自治会だ 

よりに掲載しました。 

 

☆その他・春野・深作周辺の気になる事

象(全て対応済) 

 

①荒井産業付近の土木工事 

②公園のベンチ 

③キツネの死骸 

④特定外来生物オオフサモ(深作川) 

 

 

アサザ 

２０１２年 ２０２１年 

カミツキガメの 

幼体 

① ② 

④ ③ 
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ファミリー菜園の畑にいくつかの空きが出ましたので、自治会会員の皆様に、新規入

園者の募集をいたします。 

野菜作りは初めての方でも安心！菜園メンバーがプロ並みの手ほどきで基本の土作り

から、種まき、野菜が育つまでを指導してくれますよ！  

 

新規に畑を始めたい方は、4月2日（日）９時に集会所にお集まりください。その場

で畑のご案内をします。 

なお、畑には限りがありますので募集人数を超えた場合は、抽選とさせて頂きます。 

利用開始時期は今年４月からとなります。 

 

 

 

■ 結ネット登録状況：９２世帯 115名 （1月 27日現在） 

  ☆市報さいたま 2月号（9ページ）にこのモデル事業について紹介されています。            

■ さくら会再開：2月 13日（月） 

■ 定例役員会：2月 18日（土）１０：００ 

■ 遊水地探鳥会（主催 環境専門委員会）： 

日時 3月５日（日）9：00〜11：30ごろまで 

 集合場所 東三番街集会所（歩き易い格好で。あれば双眼鏡ご持参（貸出し有）） 

★掲示板ポスター／結ネット 参照 

■ 2023年度東三番街自治会総会：３月２６日（日） 詳細は別途お知らせします。 

■ ご注意ください！： 

階上のベランダ、廊下、階段などから物を投げる、捨てるなどの行為は、大変 

危険です。絶対にしないようお願いします。また、強風などによる物の落下防止 

への備えをお願いします。 

 

 

 

 資源物回収対象品目は、新聞、雑誌、段ボール、紙類、牛乳パック、繊維、アルミ缶 

の７品目です。 

2月から回収曜日・時間が変更になります。 

① 資源物回収日：２月５日（日）、２月 1９日（日） 

集会所玄関前に当日の６：００から１２：００までの間にお持ちください。 
（台車を牛乳パック入れの横にご用意しています。） 

      今月のポイント       

    年度末に向けて廃棄物が多く出る時期です。 

廃棄物を分別し、資源とされるようご協力をお願いします。 

 

② 資源物回収状況 

1月         2,140㎏ （含むアルミ缶 30㎏） 

                           前年比  １２２%  

★2022年 1月から 12月までの累計に基づき、さいたま市に 

補助金の申請をしました。 

２月資源物回収日と１月資源物回収状況 

 
 

連 絡 事 項 

 
 
 

🍅🌽🥒🥦🍆 ファミリー菜園から新規入園者募集！ 
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春岡村のこどもの情景 

 
《大さむ 小さむ》   大さむ 小さむ 山から小僧が泣いてきた 

何だといって泣いてきた 寒いといって泣いてきた 

寒けりゃあたれ あたれば熱いや 

熱けりゃあとされ あとさればけつ痛い 

けつ痛けりゃ布団すけ 布団すけばのみがくう 

のみがくえば食いつぶせ くっつぶせば苦いやー 

苦けりゃ水飲め 水飲めば腹痛てー 

腹痛てけりゃ薬飲め 薬飲めば治っちゃう 

これはさいたま市桜区の大久保領家で昭和３０年代に聞き書きされたものです。秩父 

おろしの寒い日、こどもたちはほおを真っ赤にし、鼻水をたらしながら、大きな声で 

歌っていたのでしょうか。 

夏の夕方や秋の農繁期、こどもたちは子守りをし、外で遊ぶように言われます。近所 

の辻や小さな祠などの空き地に自然とこどもが集まります。そんなときの遊びに春岡で 

はこんな遊びがありました。 

《中の中のコン坊主》（子）中の中のコン坊主 なぜ背が小さいんだ 

（鬼）一杯のメシ三度に食うから それから背が小さいんだ 

（子）ザッコザングルまいて えびしゃがめ 

一人が鬼になり、目をふさいで中に座ります。ほかのこどもたちは、手をつないでそ 

の周りをぐるぐる回りながら、鬼と周りの子どもが問答的にこの唄を歌います。唄が終 

わると、つないでいた手を一斉に解いて、それぞれが行きついたところで止まってしゃ 

がみます。中のコン坊主は、目をつむったまま捕まえた者の頭や顔をなでまわし、名を 

言い当てるという遊びです。 

《坊さんどこへいく》（子）坊さん 坊さん どこいくのー 

            （鬼）わたしゃ田んぼへ 稲刈りに 

（子）わたしも一緒に いきましょう 

            （鬼）おまえが行くてと 邪魔になるー 

（子）このカンカン坊主 糞坊主 

            （鬼）うしろの正面 だあれ 

歌い終わると一斉にしゃがみ、鬼は自分の後ろにいる者の名を言い当てるというもの。 

 

これらの童謡を聞き書きした『思い出の春岡』の筆者 

銭場佐一郎氏（明治３４年生まれ）は、「農繁期、こども 

たちは家庭的には一種の虐待を受けることになるが、一面 

玲瓏たる月光を受けて唄い出す心境は、まったく夢の世界 

で、憧れの境地ではある」と書いています。おそらく昭和 

３０年代まであった春岡の風景ですが、この時代に明治生 

まれの人が虐待という表現をしているのはおどろきです。 

               （東三番街 平山由喜）    

 

（昭和 40 年ごろ） 

春 岡 村 の 伝 説 
Dennsetu 

 



 

 
 


